


厚
生
労
働
省
の
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は

　
許
さ
れ
な
い

労働者の雇用と権利を守れ労働者の雇用と権利を守れ

整理解雇4要件満たさない社保庁職員の首切り

〒113-8462　東京都文京区湯島２－４－４ 全労連会館４Ｆ 
TEL03-5842-5611　FAX03-5842-5620
http://www.zenroren.gr.jp全労連・国公労連

2011.9

連絡先

解
雇
の
必
要
性
な
く

平
等
取
扱
の
原
則
に
反
す
る

　

年
金
機
構
に
採
用
さ
れ
な
い
職
員
は
、
政
府
と

し
て
解
雇
回
避
努
力
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
厚
労
省
へ
の
配
転
は
１
２
８
４
人
で
、
他

省
庁
へ
の
配
転
は
わ
ず
か
９
人
。
厚
労
省
は
翌
年

に
２
６
０
人
を
超
え
る
新
規
採
用
を
行
い
、
年
金

機
構
で
も
３
２
４
人
の
正
規
職
員
の
欠
員
補
充
を

し
て
い
ま
せ
ん
。
政
府
も
他
省
庁
に
配
転
し
な
い

な
ど
、
解
雇
回
避
努
力
を
尽
く
し
た
と
は
と
て
も

言
え
ま
せ
ん
。

　

年
金
業
務
を
継
承
し
た
日
本
年
金
機
構
は
、

1
0
0
0
人
も
の
新
規
採
用
を
行
い
、
3
0
0
人
超

え
る
欠
員
を
抱
え
、
記
録
整
備
で
人
員
は
大
幅
に

不
足
し
て
お
り
、
解
雇
の
必
要
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

農
水
省
の
2
千
人
超
の
余
剰
人
員
は
政
府
の
「
雇

用
調
整
本
部
」
で
省
庁
間
配
転
し
た
の
に
、
社
保
庁

職
員
の
配
転
は
わ
ず
か
9
人
。
政
府
自
ら
が
平
等

取
扱
原
則
を
踏
み
に
じ
っ
た
乱
暴
な
解
雇
で
す
。

　

解
雇
さ
れ
た
５
２
５
人
は
、
全
員
が
ま
じ
め
に

年
金
業
務
に
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
、

育
児
休
業
や
メ
ン
タ
ル
不
全
で
休
職
中
の
職
員
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
社
保
庁
職
員
の
夫
婦
が
と
も

に
解
雇
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
誰
を
解
雇
に
す

る
の
か
に
あ
た
っ
て
、
勤
務
成
績
や
勤
続
年
数
な

ど
の
事
実
に
基
づ
く
、
公
正
な
判
断
が
行
わ
れ
た

と
は
と
て
も
言
え
ま
せ
ん
。

解
雇
回
避
の
努
力
は

尽
く
さ
れ
て
い
な
い

育
児
休
業
や
病
気
休
職
の

職
員
も
解
雇

すべての

　雇用の安定と労働者の権利を守る厚労省による
社保庁職員 525人の解雇は、①人員整理の高度な
必要性　②解雇の回避努力　③人選基準は客観的・
合理的か　④労働組合や当事者への説明責任など、
整理解雇の４要件を何ひとつ満たしていません。
こんな乱暴な公務員の解雇が許されれば、民間で
も解雇自由となってしまいます。社保庁職員の不
当解雇撤回は、すべての労働者の雇用と権利を守
るたたかいです。
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